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１.  はじめに 

近年、少子高齢化が進み、日本の高齢化率は 30％

近くに上り、日本は世界に先駆けて「超高齢社会」

となっている。八王子でも、ここ 10 年間で 65 歳

以上の人口総数が約 3 万 5 千人も増加している。

また、福祉業界では人手不足が問題となっており、

力仕事を担うロボットを中心に需要が高まってい

る。更に、コミュニケーションロボットの可能性に

も注目されてきている。しかし、八王子市の高齢者

施設ではコミュニケーションロボットがまだあま

り導入されていない。 

本研究室では，八王子市の高齢者福祉施設にお

いてコミュニケーションロボットを活用したレク

リエーションを継続的に行ってきた。その中で、高

齢者がロボットを受け入れられることを確認する

とともに、ロボットに愛着を持ち、笑顔で積極的に

取り組むきっかけになることも分かった。また、介

護士の負担軽減もできることが確認された。[1] 

一方で今年度は、コロナウイルスの流行により

例年通りの施設訪問がかなわない状況となった。

しかし、今だからできる提案があるのではと思い、

コロナ禍での高齢者施設での課題について調べ、

コロナの影響でこれまでのように面会が行えない

課題に着目した。 

２. 面会の現状調査 

2.1 高齢者福祉施設での面会状況 

 全国の高齢者福祉施設の現場状況をインターネ

ット調査する中で、高齢者にとって家族との面会

は大きな楽しみとなっていることが確認できた。

一方で、家族側では自宅と施設の距離が遠くなか

なか顔を出せなかったり、家庭のこともあり、面

会を大事にしたい思いがあるが、負担にも感じて

いることがわかった[2]。 

2.2 オンライン面会状況 

コロナウイルスの流行に伴い、面会が自由に行

えなくなった医療・福祉現場では、厚生労働省の

推奨で、感染防止のためオンライン面会が推進さ

れてきた。オンライン面会は 5 月 21 日より推奨

されていたが、実際にどのくらいの施設でオンラ

イン面会が行われていて、どのような状況なのか

を調べることとした。6 月 25 日にインターネッ

トで、「オンライン面会 介護施設 ◯◯（都道

府県）」と検索し、ヒットした全国約 13,000 件の

介護施設のうち約 100 件の施設を調査しまとめ

た。その中で八王子市でもオンライン面会が実施

されていることも分かった。また、調査で確認で

きたオンライン面会の利点と課題点は次の通りで

ある。 

【利点】①オンライン面会により、家族と高齢者

の安心と不安の解消②往訪の必要性がなくなり家

族の負担軽減がみられた。 

【課題】①高齢者の本人確認、端末の消毒・操作

が、介護士の大きな負担となっている。②オンラ

イン面会中、隣に介護士がいることで話しづらく

なる状況もある。［3］［4］ 

以上のことから、介護士の負担を軽減しつつ、高

齢者、その家族が気兼ねなく面会できる環境が必

要であることに注目し、オンライン面会支援ロボ

ットを検討することとした。 

 

 



３．ロボットを用いたオンライン面会の提案 

3.1 提案のねらい 

ロボットを用いたオンライン面会のねらいは①

介護士の負担軽減②高齢者・家族・介護士の満足度

の向上である。 

3.2 ロボットを用いたオンライン面会の主な流れ 

 面会時に使用する端末の横に、ロボットを置い

て、オンライン面会を行う。（図 1）面会の主な流

れは次の通りである。（1）本人確認：顔認証システ

ムを使用し、ロボットが本人確認を行う。（2）端末

操作手順の説明：ロボットが音声、動画（操作手順

の録画動画）で、オンライン面会接続までの流れを

高齢者に説明。（3）面会終了のアナウンス：ロボッ

トが面会終了 1 分前の声かけ、面会終了時のお知

らせをする。（4）面会後の支援：面会後に高齢者と

ロボットのコミュニケーション、端末消毒の呼び

かけをする。 

3.2 使用するロボット 

 ロボットは NUWA ROBOTICS 社のコミュニケ

ーションロボット Kebbi AIR［5］を想定している。

理由は、操作手順をわかりやすく伝えられる大き

めの画面（図 1 左のロボット顔画面）があり、筐

体の安定・安全性が高く（落下防止 IR センサー、

オムニホイール型）、愛着を持てるフォルムである

からである。また、動作を簡易なプログラミングで

組み込むことができ、顔認証、端末操作手順の説

明、面会終了時間の声かけ、使用後の端末消毒の呼

びかけ機能を試作している。（図２）組み込んだ機

能の起動は、ロボットの顔のタッチパネルでコン

テンツを選択し、起動ボタンをタッチしてスター

トさせることを考えている。 

3.3 期待する効果 

①顔認証システムにより本人確認、端末操作手順、

時間の声かけをロボットが行うことにより、介護 

 

 

 

 

 

 

士の負担軽減。②付き添いが介護士ではなくロボ

ットになるため、高齢者、そのご家族のプライベー

ト空間ができる。③ロボットによる端末消毒の呼

びかけにより、クラスター発生を防ぐことができ

る。これらのことから、高齢者、その御家族、介護

士のオンライン面会の満足度向上が見られると予

想する。 

４．終わりに 

 コミュニケーションロボットのレクリエーショ

ン以外の場面での活用法を考えた際に、コロナ禍

により、面会がオンライン面会となり、より一層、

介護士の負担が多くなっていることを知ったため、

ロボットを用いたオンライン面会を提案した。ロ

ボットによるオンライン面会の支援により、高齢

者、その御家族、介護士のオンライン面会の満足度

向上が見られると予想する。しかし、ロボットの機

能、金銭面、職員の技術サポートの面では未だに課

題は残ると予想する。その課題改善策を考えてい

くことが今後の私たちの課題となるだろう。少子

高齢化が進む現在、高齢者が増加し、職員不足が課

題になっている福祉現場において、介護士の負担

軽減し、また感染症により思うように面会できな

い状況で、高齢者とその御家族を繋ぐ存在として、

コミュニケーションロボットの需要があるのだと

私達は考える。第一歩の取り組みを八王子が率先

すれば、どの年代の人にとっても優しく魅力的な

八王子が誕生すると考えている。 
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